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１．研究期間中の研究成果 

 ・背景 

L-アミノ酸などに見られるように、生体物質の多くは右

手と左手の関係にある 2 つの鏡像異性体のうち一方の不

斉（キラル）化合物から成り立っている。キラル化合物

の不斉の起源および増幅過程の解明は、生命の起源や進

化にも関わる課題として多くの分野から関心を集めてき

た。 

 ・研究内容及び成果の概要 

キラルな生成物であるピリミジルアルカノールが自己

を合成する触媒として作用する不斉自己触媒反応において、極微小不斉からほぼ純粋な鏡像異性

体(99.5% ee 以上)に不斉が増幅することを確立し、本反応を用いて円偏光、キラル無機結晶であ

る塩素酸ナトリウム、アキラル有機化合物が形成するキラル結晶などが不斉起源として有効に作

用することを明らかにした。 
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Asymmetric Autocatalysis Triggered
by Carbon Isotope (13C/12C) Chirality

T. Kawasaki, Y. Matsumura, T. Tsutsumi, K. Suzuki,
M. Ito, K. Soai, Science, 2009, 324, 492.

 

２．研究期間終了後の効果・効用 

 ・研究期間終了後の取組及び現状 

不斉自己触媒反応を用いて不斉の起源と不斉認識の研

究を行っている。炭素(13C/12C)および酸素(18O/16O)同位体

置換によるキラル化合物が不斉自己触媒反応を誘導する

という、従来全く予想されていなかった現象を発見した。

さらに、不斉自己触媒反応を用いてアキラル結晶の結晶

面を用いるエナンチオ選択的炭素-炭素結合生成反応、ア

キラルなアミン存在下での自発的絶対不斉合成を具現化

し、アキラル核酸塩基が形成するキラル結晶が不斉起源

として作用することを見出した。またアキラルなシトシン一水和物から脱水により不斉が規定さ

れたキラルシトシン結晶に変換されることを初めて明らかにした。さらに極微小不斉のアイソタ

クチックポリスチレンの不斉認識の実現や同一方向のエナンチオ選択性の 2種の不斉触媒を混合

するとエナンチオ選択性が逆転する現象を見出している。 

 ・波及効果 

不斉自己触媒反応は、他の研究者の論文題目に Soai Reaction や Soai Asymmetric Autocatalysis
という人名反応として記載されているものだけでも研究期間終了後に少なくとも 20報発表され、

本文中に取り上げられている論文は多数ある。また概念を応用した医薬品の不斉合成やキラルカ

ーボンナノチューブの不斉認識に用いられている。不斉の起源と認識に関する自然観を深化させ

る波及効果を持つと言える。さらに、日本化学会賞（平成 23 年）および紫綬褒章（平成 24 年）

が与えられている。 


